
予算とは、 1年間でどのくらい収入があるのか、どのように行政サービスを行うのかを計画し、そ
の費用 (支 出)を見積もったものです。
平成23年度予算は、前年度の6月 補正による本格予算と比較すると、一般会計では、約 2億円、

0.40/0の減となっています。全会計を合わせると、約8.8億円、0.90/Oの増となりました。

平成23年E予算0樹要

持続可能な行財政運営の取り組み
～歳入 。歳出の見直し～

市役所の内音[努力によるもの
人件費、事務事業の見直しヽ経費の削湖など

公債費の削減や糾金などの見直 し
公債費繰上償還の実施による効果

資産売却や不動産の活用によるもの
市有財産の処分等の推進、広告事業の推進

幼稚園保育料の改定

歳出の削減 歳出の削減

各会計別予算額 注 :端数処理の関係で合計が合致しない場合があります。

※次ページから影算の具体的な使い道を、長浜市基本構想の柱 (戦略テーマ等)に即してお知らせ します。

岬

隠 関 特別会計295億円
国民健康保険、介護保険など

一般会計とは区別を要する会計

企業会計168億円
水道、病院など料金収入で
運営している事業の会計

歳入総額 495億 円 歳出総額 495億円
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諸収入8億8,109万円

市税
1フ5億5,363万円

その他 21

地方信
43億8,860万円

市民一人当たりの市税負担額※

¬39,フ ¬8円
内訳)個人市民税41,89フ円、固定資産税651693円など

市民一人当たりが受ける行政サービス顎※

393,995円
内訳)福祉,医療など138,620円 、道路。公園など30,146円など

H22末 464千円ゆ
市民一人当たりの市債残高※

(一般会計)

450千円

達干驚最竜竜茜調淳詫彊旨斯整色歴屍命鵡 覇憂す爵s,636人
で算出

8億9 63万円

○¬3億8,53
子ども手当の増額、

9

02億 5,653万円
将来への負担を軽減するため、
公債費の肖
を実施。

」減を図る繰上げ償還

景気低迷に

(前年度との比較増減)

まえ個人市民

主な市税

公債費

(対前年度比△340/0)

投資的経費

人件費
¬億¬¬8万円

人事院勧告によ

地方債

C)10億6,500万円
合併特例債、臨時財政対策債が
増。相来の世代に過度の負担を
残さないよう、事業の選択によ
り発行額を抑制した。

(対前年度比+320%)

地方交付税

015億 8,463万 円
税収の伸びが見込まれるため交
付税は減額が見込まれる。
(対前年度比△司¬¬%)

税や法人市民税の増収が見込ま
れ/o。

(対前年度比+54%)

市民税(個人)52億 6,389万円
市民税(法人)23億9,①①3万円
固定資産税 82億 5,342万円
市たばこ税  6億 2,389万円

よる生活保護扶助が増大し、社
会保障扶助費が増。

(対前年度比+¬ 62%)

① 20億 5,フ82万円
市民生活の安全安心を図るため
保育・教育施設整備、道路・河
川整備等の重点化による増。
(対前年度比+853%)

その他 6億9,フ 10万円

る給与改定による減。

(対前年度比△¬3%)
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日 ■03億 5,000万03億 1,800万円

一般会計 495億円 497億 188万 円 △2億 188万円 △0.4%
国民健康保険 117億 6,400万 円 117億 6,000万 円 400万円 △0.1%
診療所 5億 3,400万 円 5億4,000万 円 △600万円 △ 1.1%
老人保健 0万円 100万 円 △ 100万円 △100,M

11億 8,000万 円 △ 1億 5,100万円 △12.8%後期高齢者医療保険 10億 2,900万円

89億7.500万円 85億61400万円 4億 1,100万 円 4.8%
休日急患診療所 3,400万 円 2,700万 円 700万 円 25,9%
公共下水道事業 50億7,800万円 51億 1,990万円 △4,190万 円 △0.8%
農業集落排水事業 15億円 13億 3,100万 円 1億6,900万円 12,7%
浅井簡易水道事業 2億 2,400万円 4億7,450万円 △2億5,050万円 △52.8%

5.1%湖北簡易水道事業 1億 300万円 9,800万 円 500万円

3=500万 円 3,600万 円 △ 100万円 △2.8%木之本簡易水道事業

余呉聞易水逼事業 1億 11800万円 8,900万 円 2,900万円 32.6%
西浅井簡易水道事業 9,400万 円 9,500万 円 △ 100万円 △ 1.1%

特
別
会
計

特別会計合計 294億8,800万 円 293イ憲1,540万円 1億 7,260万円 0.6%
収益的収支 3億 2,400万円 3偏 1,900万円 500万円 1,6%

28.0°/。

木之本・高月

水道事業 資本的収支 1億3,900万 円 1億858万円 3,042万円

収益的収支 142億 7,500万 円 140偏 3,900万 円 2億 3,600万 円 1.7%
病院事業

資本的収支 16億 1,448万円 9億9,923万 円 6億 1,525刀 円 61.6%
4億6,800万 円 4億4,700万 円 21100万円 4.7%収益的収支

老人保健施設事業
2,589万 円

958億 3.438万 円

2,308万円

949億 5.318万 円

281万円

8億8.120万 円

12.2。/。

0,9%
α ,200万円9,800万
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歳入の確保歳入の確保
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